








〔目的〕運動負荷時の心電図所見の変動をもって心疾患児の生活管理に資することは内外

で広く実施されている。 

しかし「小児期における定量的運動負荷は如何にあるべきか?」さえ確立されていない現況

であり,加えて,運動負荷時の心電図変化の何を指標として,どのように生活指導を決定す

べきかに関しても未確定要素が多いことは衆知のとおりである。ことに,運動負荷時の心電

図変化としては,もっぱら ST.T の変化,不整脈出現の種類と頻度の変化にのみ注意が払わ

れていて,虚血性心疾患,心筋疾患あるいは不整脈を呈する症例以外には運動負荷の意義が

極めてうすい状況にある。 

われわれは,健常小児における Bruce および Bruce変法運動負荷と酸素消費量の相関,運動

負荷時の ST・T の変化と原疾患の関係およびその取り扱い,不整脈の運動負荷による変化と

その解釈等について継続的検討を加える傍ら,運動負荷時の心電図変化と運動能ないし運

動予備能との関係を示す新しい指標の模索を行っている。 

今回は,それらの実績の中から,運動負荷時心拍数変動の数量化の可能性とその意義につい

て検討した結果を報告する。 


